
 
平成 24年 9月 20日 

ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 第 11回番組審議会議事録 

株式会社ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 

 

１．開催年月日  平成 24年 9月 20日（木）16:00～17:00 

 

２．場所     鳥取県米子市法勝寺町 70番地 

         DARAZ CREATE BOX 2階会議室 

 

３．出席状況   総委員数   6名 

         出席委員数  3名 

         欠席委員数  3名 

         出席委員の氏名  本城祐子 委員長 

                  石賀治彦 委員 

                  大原啓道 委員 

         放送事業者側出席者名 

                  代表取締役社長  冨田寛 

                  番組制作業務部長 永富久之 

                  経営企画室長   遠藤彰 

 

４．議題 

○ 番組についての審議 

 

５．審議の内容 

① 番組についての主な意見 

○ わたなべしょーごのジモミュー！！ 木曜日 18:30～19:00 

パーソナリティ わたなべしょーご 

 

＜本城委員＞ 

 ライブに行かれる方には、興味があるのでは 

 インディーズにこだわられているような感じ 

 ワンマン体制での制作が厳しそうな感じ 

＜大原委員＞ 

 この番組は、若者を対象としているように聞こえた 

 流れた曲が私の感性の限界を超えていた 

 ただ、若者がこんな曲を聴いているのかと驚きがあった 

＜石賀委員＞ 

 パーソナリティの暖かい眼差しが伝わる 

 日ごろ絶対に聞くことのない若者の音楽、新鮮で活きの良さが伝わる 

 好感のもてる番組 



 
○ 丸教青果 Ptesents「どらやきのまち米子！」  土曜日 15:00～15:30 

パーソナリティ 野坂まりあ 

 

＜本城委員＞ 

 プロのアナウンサーが制作にあたっているクオリティの高い番組 

 ゲストの思いをストレートに引き出していくような構成になっている 

 ＢＧＭ聞きやすい感じの選曲である 

＜大原委員＞ 

 米子の街を元気にする人を紹介する番組の趣旨が良い 

 パーソナリティの声が聞きやすかった 

＜石賀委員＞ 

 パーソナリティの語りが聞きやすい 

 米子を元気にしようとする姿勢に好感がもてる 

 

６．審議機関の答申、または改善意見に対してとった措置 

 素人のライブハウスの店長がボランティアで制作している 

 録音番組なので、聞き苦しいような部分があれば、取り直しなどで対応

したい 

 

 外部からの持ち込み企画、クライアントとの調整もすべて外部制作とな

っており、初回からクオリティの高い番組となっている 

 長番組とも末永い番組にしていきたい 

 

７．審議機関の答申、または意見の概要公表 

    事務所に備え置き  平成 24年 9月 23日 

    ホームページに掲示 平成 24年 9月 25日 

 

８．その他の参考事項 

    特になし 


